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1区 SX1001 出土遺物
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第 1包含層 出土遺物(1)
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第 1包含層 出土遺物(2)



第 1包含層 出土遺物(3)



庄境遺跡

遺構写真図版 遺物写真図版
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調査前風景

第 1遺構面完掘状況

(北東から)

第 1遺構面完掘状況 (北東から)
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第 1遺構面完掘状況 (北東から)

第 1遺構面直上遺物出土状況

第 1包含層遺物出土状況
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SP1049 須恵器円面硯出土状況 (西 から)
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SA1001 EP2 出土遺物 SK1008 出土遺物
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SX1002 出土遺物

SP1049 出土遺物
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74

第 1包含層 出土遺物(1)
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第 1包含層 出土遺物(2)
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第 1包含層 出土遺物(3)
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桑野川床上浸

水対策特別緊

急事業に伴う

埋蔵文化財発

掘調査

所収遺跡名 種別 主 な 年 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

宮ノ本遺跡 集落 縄文時代晩期 竪穴住居 縄文土器 縄文時代晩期・

弥生時代前期の

集落弥生時代前期 竪穴住居 弥生土器・サヌカイ ト製石器

古墳時代後期 竪穴住居 土師器・須恵器

平安時代後期

鎌倉時代

室町時代

江戸時代

大型掘立柱建物

立柱建物・柵列

画溝・焼成土坑

掘

区

京都系土師皿・吉備系土師椀・

備前焼碗・楠葉型瓦器椀・紀伊

型土師鍋・輸入陶磁器・銭貨・

木製品

中世竹原荘の中

心的集落,13世
紀代の方形区画

溝は本県最古に

属する

大原遺跡 集落 弥生時代後期

室町時代後期

江戸時代前期

溝・土坑

掘立柱建物群・溝・

水田

庄内式併行期前後の土器
土師質土器・対蝸

庄内式併行期前

後の上器資料

庄境遺跡 集落 奈良 。平安時代

鎌倉・室町時代

江戸時代

円面硯出土坑

掘立柱建物・溝・柱

穴

土師器・須恵器・須恵器円面
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官行の可能性
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